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研究成果の概要（和文）：ヤノナミガタチビタマムシの生活史と環境を利用した被害軽減について研究を行っ
た。本害虫の生活史を詳細に知るため、野外調査を実施し、産卵から成虫になるまでの時期と期間を明らかにし
た。本害虫の寄生によりケヤキは初夏に早期落葉を起こす。その落葉の中に本害虫の終齢幼虫が入っており、こ
の早期落葉から本害虫が羽化、脱出するまでに9～14日かかる。落葉期間はおよそ25日であり、この間に2～3回
落葉を集め除去することで、本害虫を取り除くことができることを明らかにした。また、本害虫の個体数は早期
落葉時期に雨が多いと減少することとそのメカニズムを明らかにした。このことは本害虫の被害予測に役立つと
思われる。

研究成果の概要（英文）：This study was conducted to elucidate the life cycle and control of Trachys 
yanoi, an important pest of Zelkova serrata. Life cycle, mortality rates in  developmental stages, 
populatin dynamics were investigated. In July, leaves with the final stage of larvae were abscised. 
New adults emerged from abscised leaves after 9 to 14 days. Because only Zelkova leaves that were 
abscised in July contained the larvae, the removal of abscised leaves at nine-day intervals over 
period of early leaf abscission is a simple and effective way to control the beetle. The  
precipitation during the period when leaf-mining beetles inhabit early abscised leaves regulated the
 population dynamics of this beetle. This fact may enable us to estimate the damage caused by this 
beetle. 

研究分野：森林昆虫
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１．研究開始当初の背景 
ヤノナミガタチビタマムシの成虫は外部
からケヤキの葉を食害し、幼虫は潜葉性で、
内部からケヤキの葉を食害する。この潜葉に
より、夏にケヤキは早期落葉を起こす。幼虫
による葉内部からの食害、早期落葉、成虫の
外部からの食害で、ケヤキは多くの葉を失い
著しく衰弱する。ケヤキは高木であり、その
林冠で葉を食害する本害虫への農薬散布は
難しく、また生態系への影響が懸念される。
そこで、環境や生態を利用した本害虫の被害
軽減を検討する。 
 
2．研究の目的 
ヤノナミガタチビタマムシの生活史と各
生育段階での生態を明らかにする。また、7
～8 月の雨量が多い年は、ヤノナミガタチビ
タマムシの新成虫の発生個体数が減少する
ことが判ってきたため、この現象を検証し、
原因を解明する。そしてそれらの結果から本
害虫の被害軽減法を検討する。 
 
３．研究の方法 
１）生活史調査 
ヤノナミガタチビタマムシの産卵につい
ては、本害虫をペアで飼育しその産卵数と産
卵期間を調査した。発育段階ごとの生態につ
いては、野外で産卵から幼虫、早期落葉、成
虫発生まで観察した。 
２）個体群変動調査 
試験林内にトラップを仕掛け、本害虫の個
体数変動を把握した。被害の変動は写真で記
録した。 
３）早期落葉と本害虫の発生 
湿らせたケヤキ早期落葉と乾いた早期落
葉における本害虫の発生率の違いを調査し
た。 
 
４．研究成果 
１）生活史調査 
産卵、孵化、幼虫、蛹、成虫までの時期、
期間、死亡率を明らかにした。早期落葉の期
間は 25 日間で、早期落葉後、9～14 日で成虫
が発生することが明らかとなった。 
２）個体群変動調査 
本害虫の個体数は年により大きく変動す
ることが明らかになった。 
３） 早期落葉と本害虫の発生 
葉を湿らせると内部の害虫がより高率で
死亡し、発生率が低下した。 
 
これらの結果から、早期落葉が始まってか
ら 9日おきに 2～3回落葉を除去することで、
害虫も除去できることが明らかとなった。ま
た落葉期間中の降水量が多いと本害虫の発
生数や被害が減少することが明らかとなっ
た。 
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